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に非特異的な免疫反応を活性化する immunomodulator 機能を第一選択として付与することは， ワクチン効果以前
に炎症という悪玉的副作用を招くのは，当然、の結果であろう。このような観点から，ワクチン用アジュパントは，徐
放化能や標的指向能といった抗原提示効率を上昇させるための機能を有することが，必要不可欠であると言える。す












乏しいという点である o 特に，ペプチドワクチンは MHC分子に結合することのできる抗原エピトープのみを用いて
いるため，エンドサイトーシス経路で取り込まれると， エンドソーム内で未知の分解を受ける恐れがあり， MHC 
class 1 分子を介した抗原提示は著しく減少してしまい，細胞傷害性T細胞 (CTL) を誘導するようなワクチン効果
は殆ど期待できない。従って， このような問題を解決するためには，抗原分子をエンドサイトーシス経路を経由せず
に， MHC class 1 抗原提示経路に送達する技術の開発が必要不可欠となってくる o 本研究では，封入物質を細胞に傷
害を与えることなく，効率よく細胞質中に直接導入することができる膜融合リポソームをワクチンに応用し， この問
題の解決を試みた。その結果，膜融合リポソームは抗原分子を効率よく MHC class 1 抗原提示経路に送達する結果，






























3) 著者らが既に開発している膜融合リポソームを用いた場合には， in vitro において，封入抗原を直接細胞質中に
??
導入し. MHC class 1 抗原提示経路に送達することが可能であった。また in uiuo において，膜融合リポソームはフ
ロイント完全アジュパントよりも強い細胞傷害性T細胞誘導能を示した。
4) 膜融合リポソームは，細胞傷害性T細胞のみならず，強い抗体産生誘導能をも示した。
以上のように，本論文はリポソームを効果的な抗原送達能を有するワクチン用アジュパントとして機能させるため
の概念および方法を提示しており，博士(薬学)の学位を授与するにふさわしいものと考える。
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